
 

 

 

 

星野富弘さんを追悼 
 ５月１日（水）の朝刊に「星野富弘さん死去」の記事が掲載されていました。とて
も残念に思いました。私は１８歳（大学１年）の時に事故で第５頸椎（首の骨）を圧
迫骨折しました。８時間以上に及ぶ大手術で首には大きな傷があります。しかし、５
７歳になった今でも両手・両足が動き、生活に不自由なく過ごしています。 
私が星野富弘さんを知ったのは、教師になってから数年後のことでした。星野富弘

さんは、群馬県の中学校の体育の先生でした。専門は体操で床の上での宙返りなどお
手のものでした。部活動で生徒に手本として実演をしたとき、空中で回転しすぎて頭
から床に激突し、第４頸椎を損傷したまま全身が動かない大怪我をされ、過酷な入院
生活をされました。長い入院生活をされる中で、口に筆を加えて植物などの絵を描く
ようになられました。首の骨を折ったこと、教師であること、手術後の大変苦しい入
院生活をされたことなど、私との共通点を思い出しながら星野富弘さんの書籍をむさ
ぼるように読んだ記憶が今でも鮮明にあります。私は、中学校でも小学校でも星野さ
んの体験をもとにした道徳の授業にも取り組みました。時間をつくって、芦北にある
星野富弘美術館にも行きました。 
私は、大怪我をされたが周りの人たちの支えを受けながら、力強く優しさに満ちた

作品を創作され続けた星野富弘先生には、大きな影響を受けました。その先生が、７
８歳の生涯を終えられたことに、「お疲れ様でした」「ありがとうございました」「やす
らかにお休みください」などを心の中でつぶやく私がいます。私は１８歳での手術の
前日に、麻酔科の先生に「よかったねー、普通だったら命はなかったよ。君は、これ
からせなんこつがいっぱいあっとばい！」と言われました。そのときはピンとこなか
ったのですが、今になって考えると私が「熊本の教師となり、熊本県の子ども達に関
わることのできる仕事を続けていくことだったのかなぁ」と思うことがあります。生
かされた命を星野富弘先生のように大切にしていこうと思います。 
 第一小のみんなも、自分やお友達の大切な命を守る気持ちを大切にしてください。 
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             校訓「かしこく やさしく たくましく そしてふるさとを愛する子どもに」  
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星野富弘さんが、口で

描いた作品の一つ 


